システムセットアップガイド 


本システムはコンパクトなびら、迫力あるドルビーデジタルや DTS ヴウンドで、あなた 
の部屋をホームシアターに変身させます。 

このシステムセットアップガイドでは、はじめてこのシステムをお使いになる方のため 
に、接続と設置のしかたを説明しています。 


A 


接続を行う場合、あるいは変更を行う場合には、必ず電源コードや AC アダプターを抜い 
てください。また電源コードや AC アダプターはすべての接続び終わってから壁のコンセ 
ントへ接続してください。 


付属品のお認 


[ DVD / CD レシーパ’一部に付属] 

• U モコン X ] •単3形 i 


テレビと接続しまず 

付属のビデオコード（黄色のプラグ）を本 
機の映像出力端子に接続します。 

次に、ビデオコード（黄色のプラグ）の反 
巧側をテレビの映像入力端テ ( VIDE 日 IN ) に 
接続します。 

本機では、 S 端テ、 D ]/ D 2 端テまたは 
HDMI 端テからでを、テレビと接続するこ 
とびできます。詳しくは、取扱説明書の 43 

ページ r 他機器の接続と設定」 をご覽くだ 

さい。 


本体側 


»» DVD,CD 齡お- 

ロロロロ 

ごな卜簿 
口辱辱 P 
G 爲具必 
ロロロ应 
苗口。 


サラウンドアドバンスドサウンド 

Q I—— I Q 

I テレロントトル ] スリ-フ 

巧9 口 1口 

基 S 过る 

lolfg 口] 

Pioneer 


♦単3形乾電池^ XS 
( AA / R 6) 

※動作確認用 


• AM ループアンテナ X ] 
(図は組み立てた状態です。） 


•FM 簡易アンテナ X 



電源コード X ] 




本機の映像出力は、直接テレビに接続してください。 

本機はアナ□グコピープ□テクト方式のコピーガードに対応しているため、本機をビデオ 
デッキを通してテレビに接続したり、ビデオデッキで録画して再生すると、正常な再生びで 
きないことびあります。また、本機をビデオ内蔵テレビに接続すると、コピーガードによつ 
て正常な再生びでさないことびあります。詳しくはお使いのテレビメーカーにお問い合わせ 
<ださい。 



• ビデオコード X 



• MCACC セットアップ用 
マイク X ] 



[スピーカー部に同徊] 

• センタースピーカー X ] 

• フ □ントス ピーカー X 2 
• サブウーファー X ] 

• スピーカーコード 

4 m (赤色のフ□ントスピーカー用） X ] 
4 m (白色のフ□ントスピーカー用） X ] 
4 m (緑色のセンタースピーカー用 ）X ] 
4 m (紫色のサブウーファー用） X ] 

• 滑り止めパッド（ル ）X 8 
(フ□ントス ピーカー 用） 

• 滑り止めパッド（大） X 4 
(ヴブウーファー用） 


• 保証書 
• 取扱説明書 

• システムセットアップガイド 
、本書） 


ロイヤレススピーカー部に同删 

• ワイヤレス スピーカー X ] 

• トランスミッター X ] 

• オーディオコード X ] 

• AC アダプター X ] 

• 電源コード X ] 

• コーションラベル X ] 


付属のオーディオコード（ホと白のプラグ）を本機のワイヤレス出力端子に接続します。次 
に、オーディオコード（ホと白のプラグ）の反対側をトランスミッターの入力端テ(ワイヤレ 
ス入力)に接続します。 


AM ループアンテナを組み立てまず 


台を外側に出します。 


突起部を溝にはめます。 





壁に取り付けるには.... 

市販のネジや画びようなどを使って壁に取り 
付けてから組み立てます。 




AM ループアンテナと FM 簡易アンテナを接続しまず 


コードの被覆を回しなびら引さ抜さます。 


AM ループアンテナ 



AM アンテナ接続端テのツメを押しなびら、 AM ループアンテナのコードを 
端テに差し込みます。コードを差し込んだら端テから指を離します。 

AM ループアンテナは、本機からできるだけ離して置くことをお勧めします。 

FM 簡易アンテナは、中央のピンに差し込んでください。 

また FM 簡易アンテナは、たらしておいたり、丸めたままにしないで最を良 
い受信状態び得られるように、ピンと張ってください。 

♦付属の AM ループアンテナ外のをのは使用しないでください。 


MCACC セットアップ用マイクを接続しまず 

づ の付いている端テに確実に接続してください。 


スピーカーの設置 


サラウンド効果を最大限に引さ出すため、下の図のようにワイヤレススピーカーを設置してください。ワイヤレススピー 

カーを設置するスペースび視聴位置の後方に確保でさないとさは、ワイヤレススピーカーを視聴位置の左側かち側に設 

置することびでさます。詳しくは取扱説明書の2日ページ 「ワイヤレススピーカーのいろいろな設置」 をご覽ください。 

-•左ちに置いたスピーカーはテレビから等距離で同じ高さになるように 

、 < 、 設置してください。 

ノ□ソ ^ □ソト^ •センタースピーカーはテレビの下側に置さ、センターチヤンネルの 

音びテレビと同じ位置から聴こえるようにしてください。もしセン 
乂 j ■ 夕-スピ-力-をテレビの上に置くときは、テ-プなどを使用して適 

センター サブ 切なち法で固定してください。固定しないと地震などの外部の振動に 

ゥ—パ- より、スピーカーびテレビから落下してケガをしたり、スピーカーを 

[2^ —— r -^\ 破損する原因となります。 

•ワイヤレススピーカーを視聴位置 （ U スニングポジション）から極端 
r に離して設置すると、サラウンド効果び十分に発揮されません。 

^-^ •ワイヤレススピーカーは視聴位置 （ U スニングポジション）の真後ろ 

(中央）か左ちの棚や置さ台、または床に設置してください。また、ワ 
11己 I イヤレススピーカーは耳の高さよりを下に設置することをお勧めしま 

ワイヤ す。耳の高さより上にワイヤレススピーカーを設置すると、サラウン 

-ド効果び十分に発揮されないことびあります。 

•本機のフ□ント、センタースピーカーは防磁設計ですので、テレビと組み合わせてを色むらび起こりにくくなってい 
ます。まれに設置のしかたによっては色むらを生じる場合びあります。その場合は一度テレビの電源を切り、 ] 己〜 
3日分後再びスイッチを入れてください。その後を色むらび残るようでしたらスピーカーシステムをテレビから離して 
ご使用ください。 

•本機のサブウーファーとワイヤレススピーカーは、テレビとの近接使用びでさませんのでテレビから離してご使用く 
ださい。また、磁気に影響のある製品や機器（フ□ッピーディスクやビデオ、カセットテープなど）からを離してお 
使いください。近くに磁石など磁気を発生するをのび置かれている場合には、相互作用によりテレビに色むらを発生 
する場合びありますので、設置にごを意ください。 

•ワイヤレススピーカー、サブウーファーを壁に掛けたり、天井に吊るしたりして使用しないでください。スピーカー 
び落下してケガをしたり、スピーカーを破損する原因となります。 







FM 簡易アンテナ 



サラウンドの自動設定を行ラた 
めには MCACC セットアップ用 
マイクの接続び必要です。ラッ 
クなどに納めてしまう前にマイ 
クを接続しておくことをお勧め 
します。 











MCACC セツトアップ用マイク 


因メモ 


フ□ントスピーカー、サブウーファーの底面の角 4 力所に、滑り止めパッドを貼り付けてください（裏面の 「準備」 参照)。 
本システムを使用しないとさはワイヤレススピーカーの電源は日 FF にしておいてください。 


電源 コー ドと AC アダプターを 
壁のコンセントに差し込みまず 

電源コードを本体の AC インレットに差し込み、電源コー 
ドのプラグ部を壁のコンセントに接続します。 

はじめて電源コードをコンセントにつないだ時はデモモー 
ドになります。詳しくは取扱説明書の己日ページ 「デモ表 
示設定」 をご覧ください。 

AC アダプターをトランスミッターの DC 電源入力端テに 
接続してから壁のコンセントへ接続します。 


AC インレツ 

困 



ワイヤレス スピーカーの 電源 コード 
をワイヤレス スピーカーと 壁のコン 
セントに差し込みまず 


AC 

アダプター 


電源 コー ドをワイヤレス スピー 
カーの AC インレツト (AC IN ) 
に差し込み、電源コードのプラ 
グ部を壁のコンセントに接続し 
ます。 


AC インレツ 


(§)(§) (0)11 






























































































DVD 巧再生しましよラ 



[ j 讨属のリモコンに電池を入れましよう] 


矢印の方向に、裏ブタを開く 



ケース内に表記されている極性に合 
わせて、乾電池を入れる 



裏ブタを矢印の方向に閉める 



♦ 乾電池のプラス©とマイナス©の向さを電池ケースの表示どおりに正しく入れてください。 

♦ 新しい乾電池と一度使用した乾電池を混ぜて使用しないでください。 

♦ 乾電池には同じ形状でも電圧の異なるちのびあります。種類の違う乾電池を混ぜて使用しないでください。 

♦ 長い間 （1 か月じ(上）使用しないときは電池の液漏れを防ぐために電池を取り出してくださし、もし、液漏れを起こしたときは、ケー 
ス内についた液をよくおさ取ってから新しい電池を入れてください。 

♦不要となった電池を廃棄する場合は、各地ち自治体の指示（条例）に従って処理してください。 

♦ 警告：電池を直射日光の強いところや、炎天下の車内•ス I -ーブの前などの高温の場所で使用-放置しないでください。電池の液漏 
れ、発熱、破裂、発乂の原因になります。また、電池の性能や寿命び低下する事びあります。_ 

フロントスピーカー、サブウーファーに 
滑り止めパッドを化りましよう 


フ□ントスピーカー、サブウーファーの底面の角4力所に、滑り止めパッドを貼り付けます。 


I ■スピーカーの接続確認をしましよう 


サラウンド 

日 


pc 

■ サラウンドアドバンスドサウンド 

を押す 


( ~ ) 1 ~~1 W 

CD QD CX) &) 

口の田つ〇 

1 共 f ぶ ' k 足 Ia 


-1 1 

[ 



吕© 1 -=- »□! - 

1 

AUTO 







r 電源を入れましよう I 


「ヴー」というテスト!ンが、すべてのスピーカーから順番に出ることを確認します。 

ミ夫定ボタンを押すとテストトーンは止まります。 

テスト!-ーンが出力されるスピーカーび表示と異なる場合や、テスト!-ーンの出ないスピーカーびある場合は、接 
続ミスび考えられます。ちラー度裏面の接続ち法を確認して、接続をし直してください。 



^0 メモ： ! 


♦ワイヤレススピーカーからテスト!-ーンび出ないときは、本体ディスプレイの r ((圆 ))」インジケー 
ターび点灯しているかを確認してみてください。 

消灯または点滅しているときは取扱説明書の 2] ページ 「ワイヤレスモードを還択する」 をご覧く 
ださい。 

♦ トランスミッターからの信号を受信しているときは、ワイヤレススピーカーの 「 TUNED 」 インジ 
ケーターび点好します。 「 TUNED 」 点灯中はトランスミッターからの音声信号を受信し、音び出る 
状態です。 

「 TUNED 」 インジケーターび点好しない場合は、トランスミッターのチャンネル選択ボタンを押し 
てチャンネルを切り換えてみてください。それでも 「 TUNED 」 インジケーターび点灯しない場合 
はトランスミッターの位置を動かしてみてください。 



r テレビの入力を切0換えましよ31 


再生しましよつ 


下記の画面がテレビに映るように、テレビの入力切換ボタンで切り換えてください。 




スピーカーを壁に掛けて使ラ場合 


フ□ント、センタースピーカーは壁に掛けることができます。 



5 mm 〜/ mm 


• 壁に取り付ける場合は、重量•取付ち法によっては落下•転倒などの危険性びあります。事故のないように十分ま意してください。 
• 設置•据付場所は重量に十分耐え得る強度を持つ場所を選んでください。強度などび不明の場合は、専門業者にご相談ください。 
• 壁に取り付けるためのネジは付属していません。柱や壁の強度や材質に合わせたちのを使用して<ださい。 

• 据え付け-取り付けの不備、誤使用、改造、天災などによる事故損傷については、弊社は一切責任を負いません。 




ディスクテーブルを閉 
めると、自動的に再生 
を始めるディスクをあ 
ります。 


または 




]□[ 




さあ、 DVD の世界を 
お楽しみください！ 


再生するソースによってはセンタースピーカーやワイヤレススピーカーから音び出ないことびあります。取扱説明書の]9ページ 「サラウンド再 
生」をご覧になり、お巧みに応じて U スニングモードを切り換えてください。 



最適な環境で迫力あるサラウンドを楽しむために 


サラウンドの自動設定 ( MCACC ) を行いまず 

取扱説明書の] 3ページ 「サラウンドの自動設定 （MCACC)」 をご覧ください。 

マイクを使用した自動設定で、高精度なサラウンド設定を簡単に短い時間で行うことびでさます。 


⑥2007パイオニア株式会社禁無断転載 


パイオニア株式会社愚 153-8654 東京都目黒区目黒 1 T 目4割号く XRA 3 日4日- A > 



















































































































































































































































